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X01a 赤外線背景放射のロケット観測計画CIBER
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IRTSやCOBEの観測から、赤外線背景放射 (CIB)には銀河の積算では説明できない超過成分がある事が知ら
れており、それは z～9の Population IIIからの Lyman-αによるものだと考えられている。また、CIBには大き
なゆらぎがある事が IRTSや Spitzerで観測されており、もしCIBがPop III起源だとするならば、CIBゆらぎは
宇宙の大規模構造形成の様子を知る手がかりとなる。以上の様に、CIB観測は Pop IIIや大規模構造形成といっ
た宇宙の暗黒時代の研究にとって重要である。
そこで我々は、CIBのスペクトルとゆらぎをより詳細に観測することを目的に、アメリカ・韓国と共同でロケッ
ト実験CIBER(Cosmic Infrared Background Experiment)を準備中である。IRTSによるCIBスペクトル観測か
ら 1.2μm付近にピークがあることは分かったが、スペクトルの形全体を知ることは出来なかった。ASTRO-F
でもCIBのスペクトル観測を行うが、2μmより長い波長でである。そこでCIBERでは、0.8-1.6μｍの波長域
での分光観測をおこない、Ly-αと考えられているスペクトルの詳細を調べる。CIBゆらぎの観測はH・Iバンド
の 2色で行う。2色のゆらぎが異なれば、CIBの超過成分は銀河系外起源であると結論できる。このほか、前景
光除去のための黄道光観測も行う。我々は 2007年春の打ち上げを目指して準備中である。


